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２－３. 第 3 回「気候変動に伴う北海道人の実感」 

（１）開催概要 

・開催日時 令和元年 11月 16 日（金）18：30～21：00 

・会場   札幌エルプラザ 2 階 会議室１・２、環境研究室１・２ 

・参加者  25 名 

・テーマ  「気候変動に伴う北海道人の実感」 

・プログラム 

時間 内容 詳細 

18：30 １．チェックイン（自己

紹介） 

・自己紹介 

①名前 

②今日のごきげん 

・ダイアログの 3つの原理について 

18：50 ２．コレクティブ・スト

ーリー・ハーベスティン

グ 

■準備（40 分） 

・前回までの振り返りと今日のテーマ 

・動画観覧（The Monkey Business Illusion） 

 →「問い」によって気づけることや着眼点は変わる 

・やり方の主旨と説明 

・ストーリーテラー（3名）の紹介 

 →岡崎氏、佐竹氏、川野氏 

・問い（テーマ）の説明とグループ分け 

→7グループ 

■ストーリーを聴く（35分） 

・岡崎氏（13分）＋1分深呼吸 

・佐竹氏（10分）＋1分深呼吸 

・川野氏（10分） 

■ストーリーをシェア（40 分） 

・テーマごとに「聴こえたこと、全体にバックしたいこ

とを相談」 

・全体共有 

・テラーから感じたこと等を共有 

・立会人（反町氏、宮本氏）から、感じたこと等を共有

・まとめ 

20：50 ３．まとめ ・個人のワークシートに記入 

・次回のお知らせ 

21：00 終了  
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（２）開催結果

１）ファシリテーショングラフィック 

 高岡 さくら氏、今井 はるか氏 
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２）グループワークで話し合われた結果 

  ①ナラティブの流れを記録する人…グラフィッカーの 2名 

②ストーリーテラーを動かしたものはなんだったと思いますか。 

③このストーリーに名前を付けるとしたら、なんと名付けますか。 
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④このストーリーが大きく動いたと思ったところはどこでしたか。そこでストーリーを聴い

た私たちは何を学びましたか。 

⑤仮にこのストーリーを、今自分が頑張っていることをより‘Act Locally’へスケールアッ

プする時に活かすとしたら、どんな風に活かせると思いますか。 
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⑥このストーリーから、協働のための原理原則を学べたとしたら、それはなんでしたか。 

⑦このストーリーの中で、「ひとり」の強さと「みんな」の強さについて語られていましたか。

もしあったとしたら、それはなんでしたか。 
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⑧このストーリーの中に、何かを始める時のヒントが隠されていたとしたらそれはなんでし

たか。 

⑨このストーリーの立会人 

３）次回のお知らせ 



36 

４）会場の様子 


